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Missing data spark fears over land clean-up

築地市場移転問題を考える

べての試験が完了して自分たちの手で検
証するまで、試験前の調査結果は外に出
さないとのことだった。

新市場建設調整担当課長山形治
はるひろ

宏は、
試験前の調査データを塗りつぶしたの
は、2008 年のデータと一致していない
からであり、この違いで市民に混乱を起
こさないようにするためだったと話す。

「我々は、市民が理解しやすいように諸
事情を説明する義務があります」。

山形は、現在東京都は、データの相違
を説明する最良のやり方を決めるため
に、専門家とともに検証中であるといい
ながらも、専門家の名前を出すのを拒ん
だ。彼は Nature からの質問に対し、試
験前の測定値の欄に、過去のデータと一
致していないという脚注があったかもし
れないと認めた。
「もし 2010 年 1 月の測定値が 2008

年よりもずっと低いなら、都はその理由
を説明すべきです。そして、それでもな
お試験結果が有効かどうかも説明すべき
です。我々は、有毒化学物質の濃度が最
も高い区域で、本当に都が浄化実験を
行っているのかを知る必要があるので
す」と吉田はいう。� ■
� （翻訳：船田晶子、要約：編集部）

毎日 2000 トン以上の水産物を扱う築地
市場は、築 75 年。23 ヘクタールの敷
地は手狭になり、駐車場不足や輸送問題
に悩まされている。加えて、大きな地震
があれば壊滅的被害を受けるおそれもあ
る。そこで、豊洲の 40 ヘクタールの敷
地へ移転する計画が持ち上がり、10 年
以上前に承認された。ところが、かつて
東京ガスの工場があった移転予定地で
は、土壌中にヒ素やベンゼン、シアン化
合物など 7 種類の有毒物質が高レベル
で見つかった。2008 年の調査によれば、
ある区域のベンゼン濃度は環境基準の 4
万 3000 倍だった。

汚染浄化
しかし、石原慎太郎東京都知事は移転推
進を断言しており、都は今年に入ってさ
まざまな汚染浄化処理法を試し始めた。
その中には、熱や微生物を使って化学物
質を分解する方法や、撹拌装置で土壌を
掘り起こして洗浄する方法、汚染された
地下水を汲み上げて処理施設に送る方法
などがある。都は、586 億円の浄化予算
を組んでいる。

これらの浄化法は効果があるものの、
常に効果がみられるわけではないし、あ
らゆる場所で同じように効果があるとも
限らないと、和歌山大学の理事で地下水
汚染に詳しい平田健

たてまさ

正教授は話す。土壌
浄化速度は、降雨量や土壌粒子サイズな
どの諸因子の影響を受けると考えられて
いる。「土壌というものは場所によって
異なるのです」。彼は、2008 年の新市
場予定地土壌調査を実施した専門家会議

の座長を務めた。
浄化試験は 1 ～ 6 月末まで行われる

予定で、3 月 10 日には、試験区域では
加熱処理法と洗浄処理法によって有毒物
質濃度が推奨安全レベル内まで下がった
とする中間報告が出された。特に加熱処
理法は、ベンゼン濃度を 1 リットル当
たり 430 ミリグラムから 0.003 ミリグ
ラムまで低減できた。

しかし、日本共産党の吉田信夫都議会
議員は、この中間報告データには「穴」
があるという。今回の浄化実験の比較対
照となった 2008 年の調査結果は、異な
る採取方法で行ったものであり、実験の
直前と直後で、正確に同じ場所で同じ手
法で測定したデータを比較して結論付け
る必要があるというのだ。

同一条件下で検証
3 月 12 日、吉田らは情報開示請求を提
出し、同 26 日に最高濃度のベンゼンが
見つかった区域を含む 7 か所の実験デー
タを受け取った。しかし、7 か所すべて
の試験開始時点の濃度数値は黒く塗りつ
ぶされていた。「試験の前後の測定結果
がわからなければ、浄化法の有効性を判
断することはできません」と吉田はいう。

日本共産党は 4 月 15 日、石原都知事
と中央卸売市場の岡田 至

いたる

市場長に書状
を送り、加熱処理法と洗浄処理法を行う
前の調査データの速やかな開示、ほかの
試験結果が未公表になっている理由の説
明、外部の専門家に全データを預けて独
立に評価を受けることを要求した。しか
し、岡田市場長からの回答は、6 月にす

築地市場の移転予定地の土壌汚染対策には
厳しい目が向けられている。
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